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地球化学の手法を使って，地球が 45.5 億年の間どう進化してきたか，火山の中

で何が起こっているかや，地球内部や表層での物質循環などを探求する研究を

行っています．現在，四重極型の ICP 質量分析装置と同位体比測定用のマルチ

コレクター型 ICP 質量分析計が設置されています．これらの分析装置を用いて，

岩石中の微量元素同位体を測定し，それらをトレーサとして，下記のような研

究を進めていきます．  

 

同位体比測定用の ICP 質量分析計（左），化学処理のためのクリーンルーム（右） 

 

研究テーマの例： 

 

 

 

 

鉱物資源量の推定や海底熱水系での生物の進化を考

えるうえで，海底熱水鉱床の活動期間がどのくらい

続いているかは重要な情報である．海底熱水鉱床の

硫化鉱物をウラン‐トリウムの放射壊変を利用した

方法で年代測定する手法を開発した．数百年の若い

鉱物でも精度の高い年代測定が可能である． 

 



 

タングステンの同位体比が，コアとマントルで違うことを利用して，深部から

上昇してきたマントルプリュームにコア物質が含まれているかを調べている． 

 

 
 

スズの同位体組成を使い，地球化学，考古学への応用を試みている．鉱石であ

るスズ石の同位体組成の不均質性，鋳造の際の同位体組成の変化，青銅器の同

位体組成の不均質性の比較から，産地の推定に役立つ場合があることが分った． 


